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　人口密集地域の 直下で 発生 した 1995年兵庫県南部地震は 、 阪神 ・淡路地域 にお い て大規

模な人的 、 物的被害を生 じた 。 家屋の 倒壊 やラ イフ ライ ン の 破壊などに よ り、 被災地 にお

い て は 、 ピー
ク時 に31万人以上の 住民が避難所で 不 自由な避難生 活を強い られて い た。 長

い 間の厳 しい 環境で の 避難生 活には 、 避難者に対 する救援 物資の 提供や 健康管理 、 高齢者

の ケア な どに関 して多くの 問題が発生 して い る 。 地震後の 避難者 に対 す る支援及び避難所

の運営 ・管理は 、 地震iに対する応急対策上の
一

つ の 重要な課題 とな っ てい る 。 今後災害時

の 避難所の 適切 な運営 ・管理 を行うため には 、 既往の 災害時の 避難所 にお ける様 々 な問題

点を反省す る必要があ り、 避難者の 実態な どを明 らか にす る必要が ある と考 えられ る 。

　本論文で は 、 避難者の実態を明 らか にする ため
、 ア ン ケ ー ト調査な どに よ り、 比較的詳

細 なデ
ー タが 得 られ た兵庫県南部地震におけ る大阪府豊中市の 避難所に対 して 避難者の家

屋被害状況 、 世帯構成 、 性別 ・年齢分布 、 健康状況 などにつ い て検討 を行 っ た
。 また本論

文 で は 、 被災規 模が 相対的に 小 さい 地域の 事例 と して の 豊 中市 と震災 中心地域で ある神戸

市 ・北淡 町など との 間に 、 避難者の 実態 と避難者の ニ
ーズなど に つ い て比較を行 っ た 。
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1．は じめ に

　人口密集 地域の 直下 で発生 した1995年兵庫県南部地震 は 、 阪神 ・淡路地域 にお い て 大規
模な人的、 物的被害を生 じた。 家屋の倒壊や ライ フ ラ イ ン の破壊な どに よ り、 被災地 に お

い て は 、 ピーク時に31万 人以上 の住民が避難所で不 自由な避難生活 を強 い られて い た。 長
い 間の 厳 しい 環境で の 避難生活に は 、 避難者に対する救援物資 の提供や健康管理 、 高齢者

の ケアな ど に 関し て多 くの 問題が発 生 して い る 。 地震後の避難者に対する支援及び避難所

の 運営 ・管理 は 、 地震に対する応急対策上 の
一

つ の重要な課題 とな っ て い る 。 今後災害時
の避難所の 適切な運営 ・管理 を行 うため に は 、既往の 災害時 の 避難所に お ける様々 な問題

点を反省する 必要が あ り、 避難者の 実態などを明 らか にする必要が ある と考えられ る 。

　本論 文で は 、 避難者の 実態を明らか にする た め 、 ア ン ケー ト調査 など に よ り、 比較的詳
細 なデータが得られた兵庫県南部地震に おけ る大阪府豊中市 の 避難所に対 して 避難者の 家

屋被害状況 、 世帯構成 、 性別 ・年齢分布 、 健康状況な どに つ い て検討を行 う。 また本論 文

は 、被災規模 が相対的に小 さい 地 域の 事例 として の豊中市 と震災中心地 域で ある神戸市 ・

北淡町 な ど との 問に 、 避難者 の 実態 と避難者の ニ ーズ な どに つ い て 比較を行 うこ と を目的

と した 。

2．豊中市の地域特徴および被害概要

　豊中市は 、 大阪市の 北部に位 置 し 、 猪名川 と大阪空

港 を境 と して 、 兵庫県尼 崎市及び伊丹市 に接する 人口

393
，
598人 （平成 7年3 月31日現在 ）

1）
、 面積36．6km　

2

の 大都市近 郊都市 で あ る 。 市街地面積 は全市の約 70％

を占め て い る 。 図 1に 示 して い る よ うに 、 市内にお い

て は 、 阪急 宝塚線 、 阪急神戸線 、 北大阪急行線が通 っ

て い る 。 そ の ほか 、 高速大阪池田線 、 名神高速道路 、

中国自動車道などの高速道路及び国道 176号線が市内を

通過 して い る 。

　市 内にお い て は 、 避 難収容施設 と し て指定 され て い

る 学校 、 市民 セ ン ターな ど合わせ て 163ケ所 、 平均 して

1平方キ ロ メ
ー トル に つ き45 ケ所が あ り、最大約32万

燃

一

　 図 1　 豊中市市街地分布図

人が収容で きる 。 その 他 、 公 園などの よ うな指定 され た
一
時避難施設は 、 市内にお い て

139ケ所が あ る
。

2．1．市街地の 特徴 と人ロ構成

　豊中市の市街地の 特徴は 、 図 2 に示す ように 、 北東部は 、 咄和 40年代の 千里 ニ ュ
ータウ

ン 開発 に合 わせ て市街地が形成 され、鉄筋 コ ン ク リ
ー ト造の建物が多く、 比較的新 しく開

一 224一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Institute of Social Safety Science

NII-Electronic Library Service

エnstrtute 　 of 　 Soolal 　 Safety 　 Solenoe

　地震が発生 した際 に 、 大阪市の震度 は W

と発表 され た が 、 豊 中市 に あ る 大阪ガ ス 　 s・・

（千里供給所 、 丘 陵 地）の 地震 観測 に よ れ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 A　eD

ば 、 最大加速度が 312 （gal）に至 っ て お り、　昆
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゆ

また 、 豊 中市立新田 小学校 （丘 陵地）で 観
  鱒

測 され た速度波形 （図 4 ）に よ る と、 NS 成　　・ e

分 に おい て 30．6 （kinc）で あ っ た 。 こ の 最
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 on

大加速度 と速度を当時の 気象庁震度 階に 換

算すれ ば 、 豊 中市の 震度 は VIに相当す る も

発 された地域 で ある 。

　中部地域は 、 阪急宝塚線沿線に沿っ て 、 古 くか ら発展

して きた地域で あ り、 木造の
一
戸建住宅 を中心 として き

たが 、 近年に 鉄筋 コ ン ク リ
ー ト造 へ の転換が図 られ て い

る 。

　南部地域は 、 昭和30年代 に急激な都市化 に よ っ て形成

され 、 古 い 木造賃貸住 宅が 比較的多い 過密住宅地が形成

され て い る 。

　人口構成に つ い て は 、 図 3 に まとめ た ように 、 1995年

3 月現 在
1）

の 10才ご との 年齢層 でみ る と、20才代 と60

才以上の 人口 が最 も多 く、 10才未満の 子供人口 が最 も少

な い 分布を示 して い る 。 また 、 60才以上 の 高齢者は全人

口 の 16．796 を 占めて お り、 全 国の 60才以上 の 高齢者平均

比率 （20．3％ 、 1995年）
D

よ り低 い 比率 とな っ て い る 。

2。2．地盤の 揺 れと被害 概要
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 10D

の で あ っ た。

　兵庫県南部地震に よる豊中市 にお ける被

害は 、 表 1に ま とめた よ うに 、 家屋全半壊

4，931棟 、 死亡 者 4 人 （その 他 に 、 2 人 が

市外で 被災 して い る ）、負傷者879人 に

及 ん で い る （平成 7 年 3 月現在） 。 ラ イ

フ ライ ン と道路 に関する被害は 、 断水、

ガス 使用不能 、 停電及 び道路の 通行止め

などが市内に多数発生 した 。 また 、 市内

の 避 難所 に は 、 ピ ー
ク 時 、 68ケ所 に

3，000人以上 の住民が一
時避難 して い る

。

　家屋の全 ・半壊被害 は 、 古 い 瓦葺 きの

木造住 宅や 、 木造賃貸住 宅 に多 く発生 し

た 。 家屋被害分布は 、 全 、 半壊別 に それ

ぞれ図 5 と図 6及び表 2 に示 した よ うに 、

市の南部地域 と中部地域に 集中して い た 。

睾
o一

　　　　　　　　　@ 図昭和 22 年嘱の廊防化区

　 　 　 　 　　eeeN42gua のホ ほ

ぼ 　 図 2　豊中市市街化形成

程図 e 隔9　　10r19 　00聖” 　　3 卜39　4e− − 4P　50− ・59　
60 ｝ 　 　 　　 　

　年 齢 別 　　 図 3 　豊中

の 人 口 構 成 　 　　 　　　　T
鄲 ‘●9馬1 匡o・　　　　 　　　　　　馳肌　　　　 　 　　　　　8鳳認　　　　　

　

　 　 1 ・ ±網 “ じ 等
一一
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L ＝　dV − 一一一一 図4 　豊中市にお

る 地 ﾏ 測 （速 度 ） 波形 表 1<TAB><TAB><TAB>穀中市にお ける

概要 ‘平虞7 年3 月末現在 <TAB><TAB>家 肛 絏 霊【 d 人
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北東の 千里 ニ ュ
ータ ウ

ン地区 で は 、 逆 に家屋

被害が 一件 も発生 して

鼓 纛黛 1こ　 　　

被害は なか っ た 。 そ の　
一

　　　　　　　　　　　　
一

他 の地 区で は 、 瓦の ず　　　図 59 壊家屋分布図　　　　　 図6 半壊家屋分布図

れ や 、 外壁の 亀裂 、 屋根崩れ 、 家屋 の 傾

きな ど様々 な被 害が あ り、 全般的に古 い
如 匹怖 に お 肪 飜 轍 の n綱 膿 動

木造家屋の 被害が多 くみ られ た 。

3 ． 避難所 と避難者の推移 と地域分布

3．1．地震直後の避難者の時 間的変動

　豊中市にお ける 1月17日 と18日に避難所 に集合 した

避難者数の 時間的変動につ い て は 、 表 3 と図 7 に まと

め た よ うに 、 昼 間の 避難者数は 、

時朋 19寺刻 1■時 12時 M 時 16時 18時 19時 21時
’・知緒 数（人｝ 423 冊 ？ 13281 。z6窪 2．515 霧5151刀

1711 累 砌 顕度《％） 16．B33 ．348 ，850 ．4500 」1100 ρ

避難者数1人〕 2．1岡3 2、438 3．2251丿Il
剛 1 蹴柵頻風 ％） 63．コ ？5．6 1000

10D

80

　　　　　　　　　　　　　　　とくに地震発 生 の 当 累
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の

耽馨鸛 泉農 肝繍 弗召覽1飛 。

午後 6 時の時点で の 避難者数は 1
，
268人 、 累積頻度 は

約 5096とな っ て い る 。 しか しそ の後は、 避難者数が急

激に増加 して きた 。 午後 6 時か ら7時まで の間 には 、

避難者数が 1，268人か ら2
，515人 （地震当 日の 避難者数

ピーク値）に増え、
こ の 1 時間の 問に増加した避難者

20

・・→ …1月17日
一〇− 1月且8日

●
°

の
゜

．
4

ρ

OlO

時 】1時 12時 IA時 16時 IS時 19時 21時

　 　 　 　 　 　 　 時刻

図 7　豊中市におけ る避難者数の累積頻度

数 は 、 午後 6時時点の ほぼ 倍で あっ た 。 翌日の 18日に は 、 昼間の避難者数が初 日よ り増え

たが 、
ピ ーク値 に達 したの は 、 前 日 と同 じよ うに 午後 7 時で あ っ た 。

　地 震直後に避難所 に 集合 する避難者数 の こ の よ うな時間的変動 の理 由 として は 、 主 とし

て昼 間には 、 被災住民が家屋被害程度を確認 した り、 散乱物や荷物の 整理 を した りするこ

となどに よ り避難所 に行か なか っ た こ とがあげ られ る 。 こ れ に対 して 、 夜間 には 、 被災伎

民が安全な睡眠場所の 確保 と余震に対 する不安な どの ため に避難所に集合 して きた と考え

られ る。

　豊中市にお け る こ の よ うな避難者の 集合の時間的変動は 、 北淡町 と神戸市 に お い て もほ

ぼ 同様な傾向がみ られ る 。 北淡町と神戸市 （長田区 、 東灘区 、 中央区）の避難者の 避難開
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始時間は、 宮野の 調査
2）に よれ ば図 8 に 示す傾 向で あ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 100

る 。 北淡町 に お ける早期避 難者の 数は比較 的多 い が 、

神戸 市 にお ける早期避 難者数は 必ず し も多 くは な い 。　m
この こ とは 、 地震発生 か ら夕方 まで 時間が あ っ た こ と 鵄

6n

が一
因 と指摘 されて い る

一
方 、 北淡町に お ける避難者 禺

°゚

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ の 避難時間 が比較的早 か っ たの は 、 相対的 に高齢者率

が 高 く、 避難誘導も比較的ス ム ーズ に 運ん だこ とな ど

に よる と述べ られ て い る 。

　また 、 豊中市 と北淡町及び神戸市 とを比較すれ ば 、

昼 間の 避難者累積頻度 は 、 豊 中市が最 も低 く、 地震 後

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 且oo2 〜 8時 間の 間 の 北 淡町 と神 戸市 （長

田区 、 東灘区 、 中央区）の避難者累積

頻度がそ れぞれ 約8096と5096に対し 、

豊中市の 場合 に は 、 12時の 時点 （地 震

後約 6 時間 ）で 16．8％ で あ っ た 。
こ の

こ とは 、 豊中市の被害規模 は 、 北淡 町

及び神戸市 （長田区、 東灘区、 中央区）

に比 べ て 比較的小 さい こ と と関連 し て

い る と考えられ る 。

3．2避 難所と避難者の 推移と地域分布

　豊中市 におけ る避難所数と 避難者数

の 推移 につ い て は 、 地震発生 の 1月 17

日か ら 3 月 1 日まで の 間に 、 図 9 に 示

す傾 向が ある 。 市内の ピー
ク 時 の 避 難

者数 は 、 3，
225人 （1 月18日） に達 し 、

これ は市全人口 の 0．8％ に相当する 。 避

難所 は 、 最大で 68箇所 （1月 24日） に

も及 んで い る。 また 、 地震発 生 か ら 3

go

　 80

晝
鏨

’°

（所｝

　 60

月 1 日まで の 問 の神戸市 にお ける避 難 蕩
所数 と避難者人数 の 推移

2）
は 図 10に示

tt

す とお りで あ る 。

　豊中市と神戸市の 両地 を比較すれば 、

避難所数が ピー クに達 した時期につ い

て は 、 神戸 市が 1月 25日 （601箇所 ）

に対 し、 豊 中市が 1月24 日で 、 両市が

ほ ぼ 同じ時期で あっ た 。 避難者数が ピ ー

50

e
　 1轉弼　巳軸2　2−8　6一膿 12；21　2‘−72 魂時閏
　 　 　 時闇　　曙 閃　　時罔　　『閏　　時罔 　　日降
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図 9　盤中市に お け る避難所数と 避難者数 の 推移
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ク に達 した時期で は 、 神戸市が 地震後 の 約 1週間の 1 月24日

市の 方が地震発生 の 翌 日の 1 月18日で あ り、 神戸市よ り
一

週間 も早か っ た 。

　こ の こ とは 、 神戸市などの 広範囲な被災地域で は 、 避難者が避難所 に 集合す る難 しさと

位置の確認が よ り困難で あ6 た と考え られ る 。

一
方 、 豊中市の よ うな限定 的な被災地域で
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　図10　神戸市 に お ける避難所数と避難

’

　　　 者数の 推移 （宮野 に よる）
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は、集合に時間がか か らなか っ た と推測 され る 。

　また 、 開設された避難所 の地域分布密度は、市の面積に対 して ピー
ク時 に神戸市の 平均

1．1ケ所／  に対 して 、 豊 中市が平均 1．9ケ所 ／k  で 、 神戸市の約 2倍 で ある 。 避難所分 布

密度が 比較的高 い 豊中市に おけ る避難者は 、 避難所へ の集合が よ りしや すか っ た と考 えら

れ る 。

　さ らに、 豊中市の避難者数 が ピー
ク時 に達 した時期が早か っ たの は 、 豊中市の避難誘導

が 迅速的に行っ た こと も
一

因と推測 され る。 豊中市にお い て は 、 地震後ただちに市全域に

対 して避難広報を行っ た。 地震当 日の午前 9時頃に 、 市行政側は 3台の 広報車を出動 し 、

全市に対 して 避難広報 を行 い
、 また 午後に も数回にわ た っ て広報車によ り避難広報 を行 っ

た 。 こ れ に対 して 神戸 市 にお い て は 、宮野 （1995）
2）が地震後 ほ ぼ 3 週 間後に 、 神戸 市

長田区 、 東 灘区 、 中央区の 学校な どの 避難所に 対

して行 っ た 調査結果 に よれ ぱ 、 避難者 が避難所 を

選 ん だ理由 は、役所 ・消防 ・警察の 指示 に よ る も

の が わずか 3 ％ しか な か っ た 。
こ の よ うな公 的機

関の避難誘導活動の 相違 は 、 被害規模 の 大き さ と

混乱の 程度 の 違 い に よ り現 れ た災害中心 地 と周 辺

地域の 間の差異 の
一

つ である と思 わ れ る。

　また 、 3 月 1 日まで の避難 者数の 時間的減少率

は 、両市と もほぼ同様で ある が 、 避難所数の減少

率は 、 豊中市の方が や や早い 傾向が み られ る 。

　豊中市にお い て 開設 され た 避難所及 び避難者 の

地域分布は
、 そ れぞれ，図11 と図12 に示すよ うに 、

家屋被害分 布 と調和 して い る
。 家屋被害が最 も多

’

か っ た南部地 区で は 、 開設 した 避難所が 最も多 く、

避難者 も市内の 全避難者の 約 70％ を 占め て い る 。

こ れに対 して 、 家屋被害が な か っ た千里 ニ ュ
ー タ

ウ ン地区で は
、 開設 した避難所が 一

箇所だけで あ　
『
図11 豊中市 に おける避難所の 地域分布

り、 避難者 も 1 日あた り2名 のみ で あ っ た。

4，避難者ア ン ケー
ト調査

　農中市で は 、 地震後数回に わ

た っ て 市内の避難者 に対 して ア

ン ケー ト調査 を行 っ た 。

　 まず 、

一
回目の調 査で は 、 1

月20B 〜 21日 （地震後 4 〜 5 日）

に市 内 の 68の 避 難所 に お け る

1
，681世帯 （避 難者数3 ，152人 ）

に対 して 、 家屋被害状況 、 世帯

状況 と避難 世帯 の意 見 ・要望 な

どを調べ た 。
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　二 回目の 調査で は、 2月25日〜26日 （地震

後約 40日）に 市内の 避難所 を利用 して い た

582世 帯 、 1，174人に対 して 、 避 難世帯 の 住 宅

所有関係や家族状況 、 家屋 被害状況 、 避難者

の 年齢 ・性別及び健康状態な どに つ い て ア ン

ケー ト調査 を行 っ た 。

　 また、 2月23日〜24 日には 、 避難所 に い る

142名の 高齢者 に対 して今後の 住宅 の 見通 し

につ い て の調査を行 っ た 。

4．1．避難者の 世帯状況 と家屋被窖状況

　まず、 避難世帯の住宅所有関係につ い て は
、

地震直後の 1月20日〜21日の 調査結果 （表 4 ）

に よ れ ば
、 持家が304世 帯、 避難 世帯 の 18．1

％ に対 し、借 家 が 1
，
377 世帯 、 避難世帯 の

81．9％ に上 っ てお り、 持家 よ り借家の 方が 圧

倒 的に多 い
。 こ の こ とは 、 豊中市にお い て 古

い 木造賃貸住宅が比較的多 く 、 また大 きな被

害 を受 けた こ と と関連 し て い る と思わ れ る 。

表 4　家屋被轡状 況 と住宅所有関係 ｛1 月20日、21日）

表 6 傭 宅所 布 関係 と家族状況 ｛2 月25 日〜26 日）
住 宅所有関係 宗族択況

内 訳 卩互帯 数 比暇 ％冫 内駅 匿帝致 比 ド゚〔％

持廉 3805 高 飴者 ・ 15827 ．巳
民网の 借簾等 45478 ．o 障害者 356 ．0
公営仙咤 等 305 母子・父子 295 ．0
祉 宅等 61 ．0 妊麗婦 2 軌3
無厠答 劭 13．9 一

般 3586 ！5
合 計 582100 心 台計 582goo ρ

：゚噌1に は 高齢堪身独居量苗 が88世箝合まれ て い る

　避難世帯の 家屋被害状況 に つ い て は 、 家屋全 ・半壊
の世帯が 1．072世帯で あ り、 避難世帯の 63．8％ に 上 っ て

い る。

　避難世帯の 世帯状 況 に つ い て は 、 家 屋被害を受 けた

1，072世 帯 （表 5 ）の 中で 、 421世帯が 単身世 帯で あ り、

43．3％ を 占め て い る 。 さ らに 、 421世帯 の 単 身世 帯 の

中で は 、 65才以上 の 高齢単身独居世帯が 121世帯含 ま

れ 、 単身世帯の 28．7％で か な り高い 比率とな っ て い る 。 全体的に高齢者世帯は 、 避難世帯
の 18。2％ に上 っ てい るこ とが注 目され る 。

　また 、 2月 25日〜26日の 調査 の結果 に よれば
、 避難世帯の 住宅所有関係 は、 表 6 に示す

よ うに 、 582世帯の 中で 持家が わずか38世帯 （65 ％） しか ない
。

こ れ に対 して 、 民 間借家
は 454世帯 （78％ ）で あり、 無 回答の 81世帯 を除けば借家の 比率が92％ に も上 り、 依然 と
して 持家 よ り圧倒 的に多い もの で あ っ た 。

　家族状況では 、 全避難世 帯の 内 、 単身世帯が 275世帯 （47％）で 最 も多 い
。 高齢者世帯

は 158世帯で あ り、 全避難所利 用世帯の 27％ を占め て い る 。 こ の 中には高齢単身独居世帯
が 88世帯含 まれ て い る 。

　避難世帯の 家屋被害状況 は 、 表 7 に ま とめ られ る
。 家屋 の居住が可能 な世帯 はわずか40

世帯 （6．9％ ）で ある 。 居住 が不 可能な世帯 は 、 半数以上 を占め
、 家屋 を修 理する こ と に

よ り居住が可 能とな る世帯 を合わせ る と、家屋被害 を受けた世帯が全避難世帯 の 約80％ に

上 っ て い る 。

　この 地震直後 と約 1ケ 月後の 二 回 の 調査結果 に よる避難世帯の属性の 変化は 、 持家世帯
の比率が低下 し、 借 家世帯比率が高 くな っ て い る 。 また 、 単身世帯 の比 率 はほ とん ど変わ っ

表 7　 家 屋 被轡 状 況 （2 月25日〜26日）

絃厘被 害状況 燈斎数 比寧｛％⊃

佐む こ とがで きる 406 ．9
修 理すれ ば住む ことが で きる 置4324 ．6

舵 む こ とが で きない 322553
わ か ら ない ・

その他 244 』

踏回答 539 ，，
合計 582loo 。o
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てな い が 、 高齢者世帯、 と くに高齢単身独居

世帯の 比率が高 くな っ て きた こ とが 明 らか と

．な っ た 。 そ の ほ か 、 家屋被害 を受けた避難世

帯の 比率が増 えて きて い る傾 向がみ られ る 。

　塩崎 ら （1995）は 、 2 月 1 日〜 7 日の 問 に

それ ぞ れ神戸市 の灘 区 、 中央 区 、 長田 区の 各

区に 1 ケ所の 避難所 で ア ン ケ ー ト調査
3）を行

い
、 表 8 に示す結果を得て い る

。

　 この結果を豊中市 （2 月25日〜26日 、 表 6）

と比較すれ ば 、 住宅所有状況 につ い て は 、 基

本的に持家率よ り民 間借家率 が高い こ とが両

市同様 で あ るが
、 そ の 差 は豊 中市の 方が よ り

大 きい
。 ま た 、 避難世帯 の 内 、 高齢者世帯率

は豊中市よ り神戸市 の方が よ り高 い とみ られ

る 。

　避難 者の 家屋 被害状況 に つ い て は
、 豊中市

　（2 月25日〜26 日、 表 7 ）におけ る 「住む こ

とが で きない 」比率が 55％ に対 し、神戸 市

　（2 月 1 日〜 7日）におい て は 「全壊 ・焼失」

の 比率が58〜76％で あ り、 豊 中市 よ りや や 高

い が 、 基本 として 両 市の 避難世 帯 の 家屋被 害

はほ ぼ 同等の レベ ル とな っ て い る 。

4．2．避難者の ニ ーズ

　 地震発生後 5 日の 時点 で の 豊中市に お け る

避難世帯の 意見 と要望 に つ い て は 、 表 9 に ま

とめ た よ うに 、 住宅希望 ・補修や住宅融資希

望 、 家屋 診断 な ど住宅 に関連する 要望が 約 80

％ を占め てお り、 食料や生活用品 、 　　 4，000

ラ イ フ ラ イ ン な どに つ い て の 要望 は　　
3・SOO

瓣 綴 灌灘 総 皐講
市に お い て 地震 に よ る被害 が 家屋 に

｛戸｝1500

集中し 、 断水 、 ガ ス 使用不能、 停電

及び道路の 通行止め な どが 市内に 多

数発生 したが 、 被害 程度が 軽微 で 、

復旧 も比較的早か っ た こ と と関連 し

て い る と考 えられ る 。

智ξB　　神∫訂iliσ，避難所‘こタ寸する 潤盡蠡侮刻い 1　2・（ 月旧 一7ロ，
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図13　豊中市にお ける水道 ・ガ ス の復旧状況

　市内におけるガス使用不能 ・断水戸数の推移は、図 13に示して い る。 水道につ い ては、

地震発生 4 日後の 1月 20B に復旧 した 。 ガ ス の 復旧は 、 1月末で 比較的遅 か っ たが 、 使用

不能 の戸数は 、 最大で 350戸 に とど ま っ て い る 。 また 電気に つ い て は 、 地震当 日に 18，100
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戸停電 した が 、 数時間 で復 旧 して い る 。 道

路の 通行止 め に つ い て は、 高速道路で 3件、

市道 で 20件発生 した
。 市道 にお い て 発生 し

た通行止め は 、 20件 の 内 11件が 家屋 の倒壊 ・

3s

菊

as

傾斜 、 瓦 の 落下 な ど に よ る もの で あ っ た た 髦　
2e

め 、 比較的早 い 段階 で解除 され た 。 国道 と
（％）

】S

府道 にお い て は 、 路面 の亀 裂 と段差が 生 じ

た程 度で 、 地震後通行 止め が発生 しなか っ

た 。

　また 、 食料 や生 活用品 な どに 対 する避難

者の 要望 が 少なか っ た の は 、 行政側が 積極

的な対応 に努め た こ と と、 ラ イ フ ラ イ ン や

道路な どの 被害が比較的軽微 で あっ た た め 、

行政側の 避難者に対する給食や救援物

資の提供などに大きな影響を与えなか っ

た こ と
、 また 、 震災中心地 に対 して周

辺地域で は 、 救援物資の 手配 ・配布 が

比較的 しやすか っ た と考えられ る 。

　豊中市 にお い て は
、 地震当日 （ユ月

17日）の午後 3 時か ら避難所 に対する

給食 ・炊 き出 しの 対応 と毛布の 手ee　・

提供 を始めた 。 17日の 午後 8 時 までに

は 、 ほぼ 当日の避難者の全員 （2515人）

に対 して 毛布 （2500枚）を配付 し、 そ
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喪 巳o 避 難 世 帯 の 今後 の 予 定 （2 月25脂26 日）

今後の 予定 　　 　 　　 　 　　世帝致 比 嘩〔％

以前の 仕宅に戻 る 11419 ．6住 む とこ

ろ が 決ま

っ て い る

釿 しい 住居 に移 るく仮脱住宅 等を含 ¢p211363

親戚や匁人等の 住居 71 ．2
肆｝ 33257 ゆ

適 当な住宅 を探して い る 66nJ住むと こ ろ

が 決まっ

て い ない

仮 股佐 宅等の応急住宅に入居 したい ！5025 ．8
その他 且？ ユ9

計 23340 ．0
無圓答 巳72 ，

倉 計　　　　　　　　　詔2　 1  o

の後 も随時配付を行 っ て い る 。 また 、 給食に つ い て は 、 地震当 日の 夕食か ら全避難者 ヘ ー

日三食を配給 して い る
。

　こ れに対 して 、 ライ フ ラ イ ン や道路な ど を含む極め て 大きな被害 を受けた被災中心地の

神戸市 と北淡 町に お い て は 、 豊中市 と全 く異 な っ た傾 向が現れ て い る
。 宮野の 調査

2）
に

よれ ば 、 食料や水 ・エ ネル ギ ー
に関連する 事柄 は 、 図 14に示 す ように 、 被災直後か ら数

日間に避難者の 不足 した もの として 非常に 高い 比率で あげられて い る 。 食料や水 ・エ ネル

ギー
、 衣類 ・寝具、 トイ レ ・風 呂などの よ うな基本的な生活に関連する事柄 を求めてい る

避難者の比率は 、 合 わせて 76．4％ に も達 して い た 。 豊 中市 と反対 に 、 家屋補修など住宅関
連の 要望はほ とん どなか っ た 。 豊中市 と神戸市及 び北淡町を比較する と、 地震直後か ら数

日問 に避 難者 の ニ
ーズ は 、 被害規模の 大き さに よ り大 きな差異 を生 ずる こ とが 明 らか で あ

る 。

　豊中市に お い て は、 地震発生 か ら約 1 ケ月後に避難世帯の今後 の予定に関する調査 を実
施 して い る 。 その 結果は

、 表 10に示 す よ うに 、 「住 む とこ ろ が まだ決 ま っ て い ない 」 世

帯が全避難世 帯の 約40％ （233世 帯）を占め て お り、　「住む とこ ろ が決ま っ て い る」世 帯
は 、 57％ （332世帯）を占めて い る 。

　避難者の 住宅に 関する要求 に つ い て は 、 神戸市 （表 8）にお い て 、　「仮設住宅 を希 望 し
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てい る」比率が62〜71％ に対 して 、 豊 中市の 避難 者

には 、 「仮設住宅等応急住宅に入居 した い 」比率が

64％ （住む とこ ろが決 ま っ て い な い 233世帯 に対 す

る比率）で あ り、 「民 間 アパ ー トを借 りるj ある い

は 「適当な住 宅 を探 して い る」比率 は 、豊中市 と神

戸市が そ れ ぞ れ 11。3％ と 5 〜 18％ と低い 比 率に と ど

まっ てお り、 両市に おい て同様な傾 向がみ られ る 。

　こ の こ とは 、 避難者が避難生活からの 早期脱出 を

目指す
一方 、 大きな被害 を受けた避難者に とっ て 自

力に よる住宅復興な どが 困難で ある こ とをうかが わ

せ る 。

　豊中市で は 、 2 月 23日〜24日の 問に避難所に い る

142名の 高齢者に対 して 今後 の 住宅の 見通

しに つ い て 調査 したが 、そ の 結果 は 、 表 　卿

11に示 すように 、 「自宅に戻 る」 の 比 率

が37．4％ で 最 も高 く、 「地方移転」 の 比

率がわずか 2．2％ とな っ て い る 。
こ れ に つ

い て は
、

と くに 高齢者の 場合 に住 み慣れ

た 地域 と住 ま い に対 する 愛着度 が 高 い こ

とに よ る結果 と思 わ れ る 。 ま た 、 こ れ ら

の 高齢避難者の 中に 、 「避難所 に残 る」

と 「夜 の み 避難所 に住む 」及 び 「未定」

の比率は 、 合 わせ て 21％ に も達 して お り、

地震発 生後 1 ケ月す ぎた 時点 で 、 今後 の

住宅の 見通 しに まだ め どがた た ない 高齢

避難者率が 依然 と高 く、 高齢者へ の ア フ

タケ アが重要で ある と考えられる 。

4，3，避 難者の個人 属性 と健康状態

雍 ll 高齢避雖者 の 今後の儲 宅見遁 し 9゚

内訳 人数（人，比率（％）
鯛

巳翁宅 に 戻る
’置 3437 ，4

仮設住 宅 に入 居
り

2匠 23．1
地方移転 2 22
親戚宅 3 3．3

避難所に残る 9 9．9
夜の み 避薙所に住tr6 6．6

民岡住宅に牴居 10U ．0
未定 4 4．4

そ の他 2 22

不 叨 51
合 計 易4ユ 1氓LO

●1：2A23 日一一24日現在

．2 ：自宅が 修級 †る必翼な人 を含ん で い る

゜3：申込中 の人を合 む

蝿 ：不叨の Sl人を除 い た人搬 に対 †る比申

避難考の性別 ・年齢分布 ⊂2月25日噌26日｝

勇 女 計年齢

層 人賦 人｝ 比啾 笥 λ蜘 人⊃ 雌 鮮‘脇｝ 人蜘 人， 比率1笥
O− 53D3 』 2⊃ z4535 鴻

6 印10 鰰 35 ” 2．6596 ．o
龜1、15272 ．826z1535 ．4
蠱6脳20 器 z921 λ且 4950

21噂25 糾 35363 コ 707 ．2
26、30191 ．92425434 ．4
31嚇35202 ，0303 ．1505 ．麌
鵠〜40181 ．829 ，．0474 。8
41働45363 ．724 ” 606 ．1
46噸50454 ．6474 ．8929 ．4
5旦陶55464 ．7666 ．8112115
56軸60 」8395152899 』

61陶65323 。3 婀 45767 ．o
66− 7024 雑 323 ．3565 、7
71、？5L3L3262 ．7 卸 40

76鮨go3o ．3loLO13L3
81〜 505nLI16L6

合 計 45三 46．352553 ．7977100 ．0

　豊 中市に おける避難者 1
，
174人 （2 月25日〜 26日）の 性別 ・ 年齢構成は 、 表12に まと め

た 。 避難者 の男女比 に つ い て は 、 全体 的にみ れば 、 男性 よ り女性の 方が多く、 とくに 60才

以上の高齢者 の場合に 、 男性 の77人 に対 して女性が 123人で 男女の差が大 きい もの であ っ

た。 また 、 避難者の 年齢分布 につ い て は 、 男女 とも25才か ら40才まで の避難者が比較的少

な く、 45才代以上 の避難者が 多い
。 60才以上の 高齢者 は男女合わ せ て 243 人が あ り、 避難

者数 の 20．7％ を 占め てお り、
こ の 比率は豊中市に おける 60才以上 の 高齢者人口比率 （16．7

％）を大 き く上 回 っ て い る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　避難所に お い て は 、 不 自由な避 難

生活 に よ り避難者 の 健康状 態が悪化

し、 病人が 続出 して い る 。 避難者 の

疾病は 、 表 13に示され て い る 。 こ れ

は市立豊 中病院の 医師 が 1 月22 日か
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ら2 月 12日の 間に 6回に わ た っ て 市

内の避難所 に対 して 巡回診療を行 っ

た結果に よ りま とめ た もの で ある。

疾病別 の患者 数 は 、 表 13に 示 す よ

衷14　患者の 年齢分布

　 年齢　 　 　 　 o へ9
人 数 ｛人｝

　　　　 謠北寧 1％，
’

le−・lyk

／，

20、ZP23s

．3
：゚年齡不詳の人数を除 い た比阜

コa −−コリ

鑑

4o− qgl

隻

se．：syll

奉

ぬ り

1豊1
不詐

t53

量000

うに 、 肺炎や風邪な どの 呼吸系 の患者が 70％ を越え圧倒 的　　良

に多い
。 こ の こ とは

、 冬季で暖房が 効きに くい 避難所で の

生活 に よ り生 じた結果 と考えられ る 。

　患者 の 年齢分布 につ い て は 、 表14 に示 すよ うに 、年齢

不詳の 153人を除け ば、 年齢が判明 した 276人の患者の中で 、

30才代以下 の 年齢層 の 患者が 少な く、
40才以上 の患者が 多

い 傾 向を示 してい る。 また 、 60才以上の 高齢患者は最 も多

く、 判明分の 39％ に達 し、 とくに 目立 っ てい る 。

　避難所生活を始め て か ら約 1ケ月後の 時点で の 避難

者の健康状態は
、 図 15に ま とめ た よ うに 、 全 体的に健

康状態が 「良 い 」人の 比率 が26％ しかな く、 「普通」

の比率が50％ に対 して、 健康状態が 「悪い 」人の 比 率
が 24％ とな っ て い る 。 厳 しい 環境で 長期 的避難生活は、

避難者の 健康に大きな影響 を与えて い る こ とが わか る 。

　避難者 の年齢層別 の健康状態に つ い て は、表 15と図

16に まとめ て い る よ うに 、 健康状態が 「悪 い 」避難者
は 、 5才未満の 乳幼児が 30％ を越 え 、 かな り高い 比率
を占めて い る が 、 青年と中年の 年齢層が 相対的に低 く、

高齢者の 方で は高 い 傾向を示 して い る 。 また 、 全体的

に見る と
、 各年齢層 の避難 者に は 、 5 才未満 の 乳幼児

を除けば
、 年齢の増加 に つ れ て 、 健康状態が 「良い ・

普通」の比率が低下 して い る傾向を示 して い る
。 70才

以上の 高齢避難者の 中に は
、 健康状 態が 「悪い 」 もの

が40％以上 もあ り、 極 め て 高い 比 　　　　　　　　　
’

：

率を占め て い る
。

こ の こ とは 、 地

震に よ り大 きな シ ョ ッ ク を受け た

上 、 長期的不 自由な避難所生活 に

よ り精神 的ス トレ ス を蓄積 し、 心

身機能が 低下 し た高齢者が と くに

健康 を損ない や す い とい える 。

5 ．お わ りに ，

　避難所及 び避難考の 実態は 、 地

震 に よる 被害の 規模 、 地震発生 の

時期 、 被 災地 の 地域特性 、 人 ロ ・

世帯構成な どと直接関連する
一
方 、

　 且oo

　 go

　 80
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図IS 避難者 の 健康状態
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　図 16　避 難者 の 年齢別の 健康状態
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時間の経過 に よ り変化 し、 また 、 行政側の避難所 に対する運営 ・管理方法 と避難者支援対

策に も密接に係わ っ て い る もの で ある。

　本詒文で は 、 主として被害規模 と避難者の 実態 ・避難者 の ニ ーズ との 関係 、避難生活に

よ り避難者 の健康状況 に与 えた影響 な どの 視点か ら、 兵庫県南部地震 にお ける 豊中市 の避

難所及 び避難者 に対
’
して検討 し、 神戸市 ・北淡町な どの震災中心地 と比較 を行 い

、 次 の知

見 を得 た 。

1．今回の よ うに地震 が早朝に発生 した場合に は
、 地震当 日の 昼間に避難所 に集合 して き

　　た避難者数が さほ ど多くな く、 夕方に なる と急激 に増加 して くる傾向を有する 。

2 ．被害規模の大きさは避難者の 集合 に大きな影響が ある 。 被害規模が大きい 被災地域 に

　　お い ては、 避難者数の ピーク値の 出現が比較的遅れ 、 被害規模が比較的小 さい 被災地

　　域 にお い て は、 避難者数の ピーク値の 出現が よ り早 い
。

3．避難者の 住宅要求に つ い て は 、

『
地震後 1 ケ月前後の 時点で 、 民 間アパ ー トなどの 住宅

　　 を希望する避難者比率が低 く、 こ れ に対 して 、 仮設住宅 ・応急住宅を希 望する避難者

　　 比率が かな り高い 。

4．地震直後の避難者の ニ ーズは 、 被害規模の 大きさに よ り異なる 。 ライ フ ラ イン や 道路

　　 などを含む被害規模が大きい 地域にお ける避難者は 、 主 として食料や水 ・エ ネル ギー
、

　　生活用品な ど基本釣な生括を維持する 物資 を求 め る こ とに対 し 、 被害規模が比較的小

　　 さい 被災周辺地域 にお ける避難者の ニ ーズは 、 住宅 に関連する事柄に 集中 して い る 。

5．避難者の 中で は 、 高齢避難者の 比率が地域の 高齢者人口比率を大きく越える可能性が

　　 存在 して い る。

6．長時間の 避難所生 活は 、 避難者の健康に大 きな悪影響 を与える 。 また 、
こ の 影響 は乳

　　 幼児 と高齢者 に と っ て と くに大きV 

　 以上の 検討結果に よ り、 避難所の 運営 ・管理 と避難者の支援対策を構築する ため に は 、

地震 に よ る地域 の家屋 や社 会 基盤施設 、 ライ フ ラ イ ン な ど の 被害規模 と避難者 人数 な ど を

把握する ほ か
、 避難者 の 年齢

・性別 な どの 属性構成 、 避難世帯の 家屋所有状態 な ども早急

に把握 しなけれ ばならない 。 大規模災害が発生 した後の 避難所 の管理 ・運営には、 避難環

境の 改善 と避難者に対 する 医療措置な どに努め る とと もに 、 避難世帯の 家族 と避難者の 個

人情報 ・健康状況な どに十分注意を払 う必要が ある
。 特に 高齢避難者に対する避難所 の生

活環境の整備 と改善 、 長期的な アフ タケァが肝要で ある こ とを指摘 して お きたい 。
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